
様式第 1号 

会 議 録 

会議の名称 令和４年度第４回所沢市高齢者福祉計画推進会議 

開 催 日 時  令和５年２月９日（木）午後３時３０分から午後４時３０分 

開 催 場 所  所沢市役所本庁舎８階大会議室 

出席者の氏名 大島委員・ 今城委員・下山委員・島田委員・中澤委員 
米川委員・千須和委員・吉本委員・渡邊委員・神藤委員 

柴井委員・ 根本委員・佐藤委員・浅倉委員・瓦谷委員 

小貫委員 

欠席者の氏名 高橋委員・山田委員・山下委員・髙野委員 

議 題 （１）地域密着型サービス事業者の指定等について 
（２）地域包括支援センターの運営方針について 
（３）第９期所沢市高齢者福祉計画・介護保険事業計画について 
（４）報告事項等 

会 議 資 料  （１）会議次第 

（２）資料１「地域密着型サービス事業者の指定等について」 

（３）資料２「地域包括支援センターの運営方針について」 

（４）資料３「第９期所沢市高齢者福祉計画・介護保険事業計画に
ついて」 

（５）委員名簿 

（６）座席表 

担当部課名 福祉部 前田部長・内野次長 

高齢者支援課（粕谷課長・溝井副主幹・尾見主査・森田主査・ 
小原主査・髙安主任） 

介護保険課（中澤課長・今泉主査・森主査・森田主査・関口主
査） 

保健医療課（小澤課長） 
国民健康保険課（新井課長） 

健康づくり支援課（松本主幹） 

事務局 福祉部高齢者支援課 
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様式第 2号 

発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

委員長 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 開会 

 

 

山足委員（所沢市民生委員・児童委員連合会）に代わり、新

たに山田委員（同上）を新委員として委嘱した旨を事務局より

報告した。 

 

議事録の作成方法について、要約方式、委員名無記名とし、

委員長の確認により確定することについて委員の了承が得られ

た。 

 

議題１に関する説明者として、地域密着型サービスの事業者

が本会議に出席することについて委員長が認め、事業者が入場

する（４名）。 

 

 委員により会議の公開が了承され、傍聴人が入場する（２

名）。 

 

 

議題（１）地域密着型サービスの事業者の指定等について 

  

 資料１に基づき、事業所の内容等について、事務局及び事業者

から説明を行う。 

 

 質疑等はあるか。 

 

 医療法人啓仁会の看護小規模多機能居宅介護事業所について、

利用者は医療的ケアが必要な方のみに限定するのか、限定しない

のであれば基準を設けているのか。また、夜間は看護師の対応が

あるのか、オンコールでの対応になるのか。どの程度の医療的ケ

アが必要な方を想定しているのか。利用者の対象は所沢市全域

か。市内で新しくできるというサービスということだが、ケアマ

ネジャー向けの説明会は予定しているのか、伺いたい。 
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発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

事務局 

（事業者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

事務局 

（事業者） 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 利用者について、基本的には医療的ケアが必要な方がメインと

なるが、空きがある場合などは相談をいただいた上で対応してい

く予定である。看護師については、基本的にはオンコール体制を

とるが、終末期の方など、昼夜続けてケアが必要な場合は看護師

が宿泊をして対応する可能性もある。医療的ケアの程度につい

て、褥瘡やインシュリン注射がある方から、いずれは呼吸器を付

ける方も受け入れることになるかと思うが、これから開設してい

く段階のため、まずは基盤を固めていきたいと考えている。利用

者の対象は所沢市全域としている。ケアマネジャー向けの説明と

して内覧会を予定しており、市内の居宅介護事業所や地域包括支

援センターに案内をする予定である。また、事業所での地域交流

会を実施し、ケアマネジャーに事業について理解を深めてもらう

とともに困りごとやニーズを把握していきたいと考えている。 

 

株式会社メディカル・ライフケアの事業所について、住み慣れ

た地域で利用者が生活し続けることができ、地域の方にとってあ

りがたいサービスだと思うが、施設を開設するにあたり、地域の

方との交流や施設の役割など考えていることがあれば教えてほし

い。 

 

 法人の創立当初から、「地域に根付く」ということを理念にし

ており、地域包括支援センターと連携した事業や、独自の介護教

室・介護相談を実施している。新しい事業所でも、地域に根付い

た事業所を目指していきたいと考えている。 

 

 利用者の方が生きがいを持って楽しく生活できるよう、地域の

方とうまく連携し、利用者本人やご家族が地域と交流できるよう

な機会を作ってほしい。 

 

 

議題２に移るため、地域密着型サービス事業者が退室する。 
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発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

 

 

 

 

 

委員長 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

議題（２）地域包括支援センターの運営方針について 

 

 資料２に基づき、令和５年度の地域包括支援センターの運営方

針の主な変更点等について説明を行う。 

 

 質疑等はあるか。 

 

 オンライン会議は地域ケア個別会議以外にも活用されているの

か。 

 

 現在は主に地域ケア個別会議でオンライン会議を活用してお

り、今後他の会議へも活用できるか検討している。 

 

 オンライン会議は、完全なオンライン化ではなく、オンライン

か対面か、希望する参加方法を選べるようにしているのか 

 

 出席者の中にはオンラインでの対応が難しい方もいらっしゃる

ため、いわゆるハイブリッド型としてどちらでも参加できる形式

にしている。 

 

 オンライン会議はすべての地域包括支援センターで実施してい

るのか。 

 

 現時点では、一部の地域包括支援センターで実施しており、す

べてのセンターでは実施していない。 

 

 市の職員が各地域包括支援センターで現場研修を実施すること

について、職員からの報告を各地域包括支援センターと共有した

いという話があったが、既に研修を実施した職員からどのような

報告があったか教えてほしい。 

 

 職員から大変有意義であったとの話を聞いている。研修報告の

共有の場として、地域包括支援センターの職員を集めて毎月実施

している地域ケア運営会議を活用できればいいと考えている。 
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発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員長 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 ケアラー支援事業について、ヤングケアラーと呼ばれる未成年

者のケアラーは、この事業の対象となるのか。 

 

 ヤングケアラーについては、地域包括支援センターにも相談が

あると聞いている。地域包括支援センターの相談対象は高齢者と

なるが、近年、相談内容も複雑化・複合化しているため、ヤング

ケアラーの問題も含め、地域包括支援センターもどのように連携

していけるのかが課題となっている。現時点では具体的な連携の

仕方は定まっていないが、今後も対応していきたいと考えてい

る。 

 

 市の職員が地域包括支援センターで現場研修を行うことはいい

取組だと思う。地域包括支援センターの職員の中でも特に相談し

やすく、よい対応をしてくれる職員がいるので、そういった面も

評価をし、業務改善につなげてもらいたい。 

 

 意見を参考に、業務改善を進めていきたい。 

 

 ヤングケアラーについて、細かい状況が分かれば教えてほし

い。 

 

 ヤングケアラーの担当部署ではないため、細かい状況について

は把握できていない。しかし、実際に地域包括支援センターにも

ヤングケアラーに関する相談があるため、相談が来た際には、関

係部署と連携して対応していかなければならないと考えている。 

 

 家族介護支援事業の中にはヤングケアラーも含まれているとい

うことでよろしいか。 

 

 メインは高齢者が対象となるが、家族介護支援事業に関係する

テーマとして取り上げていく必要があると認識している。 
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発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

議題（３）第９期所沢市高齢者福祉計画・介護保険事業計画につい

て 

 

 資料３に基づき、第９期所沢市高齢者福祉計画・介護保険事業

計画の策定体制や来年度のスケジュール等について説明を行う。 

 

 質疑等はあるか。 

 

 高齢者福祉・介護実態調査の結果は、来年度５月の会議で確認

できるということでよろしいか。 

 

 高齢者福祉・介護実態調査の結果報告は、来年度５月の第１回

会議を予定している。現時点では締切は終了しており、概算では

あるが、回収率は前回調査時と同等である約７３％となった。３

月末までに報告書を作成し、来年度第１回の会議にて報告する予

定である。 

 

 ２月に国から第９期計画の基本指針案が出るということである

が、現時点で、第８期計画からの変更点として予想できるものは

あるか。 

 

 国の審議会の情報を見ると、介護保険制度の見直しに関して、

地域包括支援センターの負担軽減策として、介護予防支援につい

て現在は地域包括支援センターが行い、必要に応じて居宅介護支

援事業所に委託を出しているが、居宅介護支援事業所に介護予防

支援の指定対象を拡大してはどうか、という提言が出されてい

る。また、医療計画と介護保険事業計画との一体性を図るように

という提言も出されている。具体的な方向性はまだ分かりかねる

が、こうしたことを参考に案が示されるのでは、と予想をしてい

るところである。 

 

 来年度のスケジュール案について、所沢市高齢者福祉計画推進

委員会のタイミングがスケジュール表に示されていないが、プロ

ジェクト会議の後に行われるものなのか。 
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発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

事務局  まず、プロジェクト会議を行う前段階として、どういったプロ

ジェクトを設けるのか、推進委員会で話し合うことを予定してい

る。また、推進会議の前段階として推進委員会を開き、推進会議

に提示する案を審議する予定である。 

 

 

議題（４）報告事項等 

 

 （報告事項等なし） 

 

  

  本日の議事については、すべて了承された。 

 

 

 閉会 

 

 


